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　方法：A 県家庭相談員研修の受講者 39 名にアンケート調査を実施した。調査内容は、基本的属性、業
務を遂行する上での《自信のなさ》と《困難感》の自覚について 4 件法で尋ね、その理由については自由
記述を求めた。自由記述の内容については質的帰納的に分析した。













































































紙調査を実施した。研究期間は、平成 30 年 9 月か









































　対象者は、A 県家庭相談員研修の受講者 39 名中
調査協力の承諾が得られた者が 37 名であるが、市
の職員 5 名が含まれていたため除き 32 名とした。
すべて有効回答とした（有効回答率 82.1％）。性別
では女性 25 名、男性 7 名であり、年齢で 20 歳～ 29
歳 1 名、30 歳 ～ 39 歳 2 名、40 歳 ～ 49 歳 7 名、50
歳～ 59 歳 4 名、60 歳以上 18 名であった。家庭相
談員としての経験年数は、１年未満 10 名（31.2％）、
1 年～ 3 年未満 9 名（28.1％）、3 年～ 5 年未満 7 名
（21.9％）、5 年以上 4 名（12.5％）、未記入 2 名（6.3％）、
5 年以上の内訳は、8 年１名、9 年 1 名、10 年 2 名であっ
た。任用資格は、多い順に教員 21 名（65.6％）、保
育士 4 名（12.5％）、社会福祉士 2 名（6.3％）、助産師・
看護師が 2 名（6.3％）、社会福祉主事、臨床心理士、











1 名（10％）、「全く感じない」者は 0 名であった。
同様に経験 1 年～ 3 年未満では、「よく感じる」か
ら順に 1 名（11.1%）、7 名（77.8％）、1 名（11.1％）、
0 名、経験 3 年～ 5 年未満では、「よく感じる」者は
4 名（57.1％）、「時々感じる」者は 2 名（28.6％）、
経験 5 年以上では、「よく感じる」者は 1 名（25％）、
「時々感じる」者は 3 名（75％）であった。
　《困難感》は、経験 1 年未満では、「よく感じる」
者は 4 名（40％）、「時々感じる」者は 5 名（50％）、
経験 1 年～ 3 年未満では、「よく感じる」者は 2 名
（22.2％）、「時々感じる」者は 5 名（55.6％）、「あま
り感じない」者は 1 名（11.1％）、経験 3 年～ 5 年未
満では、「よく感じる」者は 3 名（42.9％）、「時々感
じる」者は 4 名（57.1％）、経験 5 年以上では、「よ
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表2 家庭相談員における経験年数別、児童虐待の対応についての《自信のなさ》と《困難感》
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　経験年数は 1 年未満の者が 31.2％、3 年未満の者
が 59.3％であったが、その要因として、A 県の家庭
相談員の身分が非常勤特別職と再任用職員が多く、
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　本研究は A 県家庭相談員研修の研修受講者 32 名
のアンケート結果であり対象者が限定されている。
また、《自信のなさ》《困難感》を感じることの自由
記載の読み取りで考察を行ったため、詳細が不明で
ある。今後は、対象者を拡大することや《自信のなさ》
《困難感》についてインタビューを行い、詳細な情
報を得て検証することが必要と考える。
Ⅸ．まとめ
　
１．今回対象となった A 県家庭相談員は、教員経験
者が定年退職後に非常勤職員として勤務している者
が 65.6％を占め、そのうち 78.1％が女性であった。
２．児童虐待ケースの対応では、経験年数に関わら
ず約 90％の家庭相談員が《自信のなさ》と《困難感》
を持っていた。
３．《自信のなさ》は、［責任の重さ］を感じる判断
や対応を任されることによって、家庭相談員のある
べき姿と自分自身の資質や能力に対するギャップが
不安として表現されていた。児童虐待対応は、方法
はわかっていても、実際の対応がうまくいかないこ
とで、《自信のなさ》を感じ続けることにつながっ
ていた。
４．《困難感》は、「子どもを助けたいと考えている」
という目標に向かって支援を行う中で、“対象者側
の要因”、“支援者体制を含む支援者側の要因”、そ
して、“児童虐待の特徴からの要因”から感じていた。
　さらに、児童虐待の対応では、ケースの状態が一
時的に改善しても、再発することもあり、日々新た
なケースが現れることから、経験年数に関わらず気
の休まることのない家庭相談員の対応の現状が、《困
難感》として示されたものと考える。
